






発生第 3週の初めに出現する一層の外胚葉性の神経板から発生する神経組織はその完成ま

でに長い時間がかかる。しかも部位によって異り、生後しばらくかかる所もある。脳の重

量が生後も増え続けるのはある部では細胞の数が増えるためである。しかしほとんどの部

位では一つ一つの構成要素がさらに発育・分化するためである。たとえばニューロンの胞

体は胎生期や出生後初期では細長く、細胞質に比し核の割合が大きい。生後時間の経過と

共に胞体が大きく、丸味をおびてくる。これは増加・増大・伸長する樹状突起や軸索突起

に充分な栄養を補給する必要があるためと考えられる。また胞体や突起の発育とともに神

経組織に特有な構造であるシナプスの形成が進んだり、ある太さ以上の軸索には中枢神経

系ではオリゴンドログリアにより末梢神経系ではシュワン細胞により髄鞘が形成されたり

するためである。「ヒト大脳半球凍結大切片法によるアセチルコリンエステラーゼ活性の組

織化学的研究」や「ヒト錐体路の有髄化に関する定量的研究」などの我々のこれまでの研

究からもこれらの現象は特に注目に値する。なぜなれば個体に対する刺激がいかに小さな

ものでも個体、特に神経系の発育がそれに対応できるだけ充分に発育していたかどうかが

小児の突然死の原因を神経系に求める場合にはまず考えなければならないからである。 


